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 研修 

 

 先輩社員の声 

 

基礎研修

•建築土木基礎知識

•建材基礎知識

•試験、現場見学

•材料実験

•ビジネスマナー

•その他

実務研修

•配属先にて、先輩社

員同行のもと、実際の

仕事をどのように行なう

か学びます。

勉強会・講習

•定期勉強会

•試験技能講習

•試験制度講習

•その他

入社後は、まず基礎研修（1 ヶ月程度）で、仕事に必要な基礎知識を学びます。 
その後、実務研修（1～2 ヶ月程度、習熟度による）で、実務の流れを身につけます。 
研修後は先輩社員のフォローを受けつつ、できることから実務に携わっていきます。 
また、知識向上や資格取得のための社内勉強会及び外部講習を定期的に行なっています。 

〒134-0086東京都江戸川区臨海町 6-3-9 

TEL:03-3869-8214 FAX:03-3869-8314 

URL:http://www.q-c.jp 

研修が終わり、コンクリートや鋼材の試験実務をやり始めました。少しずつ１人
で任される仕事が増えています。がんばって早く先輩に追いつきたいです。 

入社 1年目 
（建築系卒） 

社会人になって成長したと思うのは、仕事に対する責任感がついたところです。
現在は、大掛かりな土質試験に携わっています。将来は、構造物の調査もやり
たいと思っています。 

入社 2年目 
（建築系卒） 

検査課は一番大所帯で、20名程が所属しています。社内は、若い人が多い
ので、和気あいあいとした雰囲気が特徴です。試験課や調査課とも良く協力し
合って仕事をしています。 

入社 11年目 
（検査課 課長） 

 組織 

 技術職の組織は、行なう試験の内容によって、３つの課に分かれています。 

試 験 課

•主に、試験所（ISO及び東

京都登録試験所）にて、

建材の物理試験をしていま

す。

調 査 課

•主に、構造物の劣化調査

やその他の特殊な試験をし

ています。

検 査 課

•主に、現場にてコンクリート

や鉄筋の品質検査をしてい

ます。

株式会社クォリティー 



 

公正中立な第三者機関として建材の品質試験を行なうことにより、 

建設構造物の品質確保に貢献する仕事です。 

 第三者機関として建材の品質試験を行なう必要性 

 技術職の仕事 

 

人々の生活を支える建設構造物を安心して使用する

ためには、その品質を確保することが求められます。 

建材の性能や品質は、その建物の安全性を確保する

重要な要素であり、試験の実施が義務付けられていま

す。 

コンクリートや鉄筋などの 

建材を試験・検査 

建設構造物の 

品質確保 
発注者 

（建設会社など） 

しかし、建材の発注者からすると、建材の性能や品質

は、製造者による試験だけでは十分に確認できません。

そのため、発注者も独自に試験を行ない、建材の性能

や品質を確認する必要があります。 

また、重大な事故等を教訓として、第三者による試験

が、被害の甚大化を防ぐのに必要と認められるようにな

りました。 

このようなニーズにより、当社は公正中立

な第三者機関として、発注者より委託を

受けた試験・検査を行ない、建材の性能

品質確認及び建設構造物の品質確保に

貢献しております。 

発注者 

（建設会社など） 

 製造者 

 製造者 試験・検査 

試験・検査 

試験委託 

性能確認 

品質確保 

 

工事前の材料選定の段階から工事中の性状確認及び竣工後の構造物の劣化調査、更にコンサルタント業務など、多様なニーズに合わせて、様々な試験・検査を行います。 
扱うものは主にコンクリートや鋼材（鉄筋など）及び土質関係です。また、騒音、振動、シックハウス等の環境関係調査も行います。 

コンクリート試験例 鋼材試験例 土質試験例 環境測定例 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ例 

生コンクリート品質検査 硬化コンクリート強度試験 

マスコン温度応力解析 非破壊による強度試験 

引張試験 曲げ試験 

超音波探傷試験 構造物内の鋼材測定 

一軸試験 土壌分析 

平板載荷試験 簡易載荷試験 

シックハウス 

床衝撃測定 

工事監理及び使用材料

の VE提案 


